
一
頁

政
令
第
二
八
七
号

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。国

勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
下
に
「
（
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
学
校

等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
診
療
所
に
」
を
「
診
療
所
（
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
も

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
」
に
、
「
入
院
し
、
又
は
入
所
し
て
い

る
」
を
「
入
院
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ

」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
年
」
の
下
に
「
（
以
下
「
調
査
年
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
調
査
事
項
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
、
調
査
票
に
よ
り
」
を
削
り
、
「
第
一
号
ト
、
チ
、

リ
及
び
ヨ
」
を
「
第
一
号
リ
及
び
ヨ
並
び
に
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
「
除
く
」
の
下
に
「
。
以
下
「
調
査
事
項
」
と
い
う
」
を



二
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加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
が
指
定
し
た
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
区
の
区
域
と
す
る
」
を
「
（
特
別
区
の
長
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
が
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
正
し
た
調
査
区
の
区
域
ご
と
に
、

指
定
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
そ
の
他
の
」
を
「
及
び
総
務
省
令
で
定
め
る
」
に
、
「
の
検
査
及
び
」

を
「
（
以
下
「
調
査
関
係
書
類
」
と
い
う
。
）
の
検
査
そ
の
他
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
調
査
票
そ
の
他
の
」
を
「
識
別

符
号
（
総
務
大
臣
が
世
帯
を
識
別
す
る
た
め
に
付
し
た
符
号
を
い
う
。
第
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
条
第
三
項
第
一
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
記
載
し
た
書
類
の
配
布
、
調
査
票
の
配
布
、
取
集
及
び
記
入
並
び
に
」
に
、
「
こ
れ
に
」
を
「
こ
れ
ら
に

」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
年
」
を
「
調
査
年
」
に
改
め
、
「
当
該
市
町
村
」
の
下
に
「
（
特
別
区
を
含
む

。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
勢
調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。

一

調
査
年
の
九
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
日
（
総
務
大
臣
が
同
日
ま
で
に
こ
の
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
調
査
事
項
に
係
る
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情
報
を
受
信
し
た
後
、
調
査
時
に
お
け
る
調
査
事
項
に
係
る
情
報
に
変
更
が
生
じ
た
世
帯
に
あ
つ
て
は
、
当
該
調
査
年
の

十
月
二
十
日
）
ま
で
の
期
間

国
勢
調
査
員
又
は
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
五
項
の
事
務
の
一
部
を
行
う
国

勢
調
査
指
導
員
（
以
下
「
国
勢
調
査
員
等
」
と
い
う
。
）
が
識
別
符
号
を
記
載
し
た
書
類
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
及
び

総
務
大
臣
が
世
帯
員
又
は
世
帯
主
若
し
く
は
世
帯
の
代
表
者
に
準
ず
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
識
別
符
号
を
用
い
て
送
信
さ
れ
た
調
査
事
項
に
係
る
情
報
を

総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
お
い
て
受
信
す
る
方
法

二

調
査
年
の
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
期
間

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法

イ

国
勢
調
査
員
等
が
調
査
票
を
世
帯
（
総
務
大
臣
が
当
該
調
査
年
の
九
月
二
十
日
ま
で
に
前
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り

調
査
事
項
に
係
る
情
報
を
受
信
し
た
世
帯
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
配
布
し
、
及
び
取
集
す
る
方
法

ロ

国
勢
調
査
員
等
が
調
査
票
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
及
び
総
務
大
臣
が
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
、
同
条
第
九
項

に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
法
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
外
国
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
法
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
次
条
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
「
郵
便
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
当
該
調
査
票
の
提



四
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出
を
受
け
る
方
法

第
九
条
第
二
項
中
「
同
項
の
」
を
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
一
号
イ

」
に
、
「
同
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
号
ロ
」
に
、
「
こ
と
に
よ
り
」
を
「
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
調
査
票
の
様
式
そ
の
他
調
査
の
方
法
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
当
該
国
勢
調
査
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
調
査
事
項
」
に
、

「
同
項
第
一
号
」
を
「
第
五
条
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
二
号
」
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
勢
調
査
の
方
法
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法

世
帯
員
又
は
世
帯
主
若
し
く
は
世
帯
の
代
表
者
に
準
ず
る
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
識
別
符
号
を
用
い
て
調
査
事
項
に
係

る
情
報
を
送
信
す
る
方
法



五
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二

前
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法

第
五
条
第
二
号
イ
及
び
ホ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
国
勢
調
査
員
等
の
質
問

に
答
え
、
そ
の
他
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
調
査
票
に
記
入
し
、
及
び
国
勢
調
査
員
等
に
よ
る
当
該
調
査
票
の
取
集
に
応
じ

る
方
法

三

前
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法

第
五
条
第
二
号
イ
及
び
ホ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
国
勢
調
査
員
等
の
質
問

に
答
え
、
そ
の
他
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
調
査
票
に
記
入
し
、
及
び
当
該
調
査
票
を
総
務
大
臣
に
郵
便
等
に
よ
り
提
出
す

る
方
法

第
十
一
条
第
一
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
の
規
定
」
を
「
に
規
定
す
る
方
法
」
に
、
「
又

は
同
条
」
を
「
、
又
は
同
項
」
に
、
「
関
係
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
関
係
市
町
村
長
」
を

「
市
町
村
長
」
に
、
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
調
査
の
期
間
等
の
変
更
）

第
十
一
条
の
二

市
町
村
長
は
、
天
災
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
故
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
期
間
又

は
前
条
各
項
の
期
限
ま
で
の
間
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
調
査
の
期
間
等
」
と
い
う
。
）
に
国
勢
調
査
を
行
う
こ
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と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
対
象
と
な
る
地
域
を
指
定
し
て
、
調
査
の
期
間
等
を
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
の
期
間
等
を
変
更
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
対
象
と
な
る
地
域
及
び
変
更
後
の

調
査
の
期
間
等
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
事
項
情
報
の
審
査
等
）

第
十
一
条
の
三

総
務
大
臣
は
、
第
十
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
調
査
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
、
調
査
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
総
務
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

を
相
互
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
で
あ
つ
て
、
当
該
調
査
事
項
に
係
る
情
報
及
び
第
十
二
条
の
二

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
先
行
集
計
事
項
情
報
を
蓄
積
し
、
及
び
管
理
す
る
た
め
に
、
総
務
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理

す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
、
総
務
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
が
当
該
調
査
事
項
に
係
る
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情
報
（
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
居
を
有
す
る
世
帯
の
調
査
事
項
に
係
る
情
報
、
市
町
村

長
に
あ
つ
て
は
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
居
を
有
す
る
世
帯
の
調
査
事
項
に
係
る
情
報
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
か
れ
た
調
査
事
項
に
係
る
情
報
（
以
下

「
調
査
事
項
情
報
」
と
い
う
。
）
を
審
査
す
る
も
の
と
し
、
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
当
該
調
査
事
項
情
報

の
審
査
を
終
了
し
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
と
き
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
調
査
事
項
情
報
を
二
次
的
に
審
査
す
る
も
の
と
し
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
期
限
ま
で

に
、
当
該
調
査
事
項
情
報
の
審
査
を
終
了
し
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
調
査
票
の
審
査
、
提
出
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
勢
調
査
員
等
が
」
の
下
に
「
第

十
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
そ
の
他
の
」
を
「
及
び
当
該
国
勢
調
査
員
等
が
作
成
し
た
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
そ
の
他
の
調
査
関
係
書
類
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
審
査
し
、
」
の
下
に
「



八
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当
該
調
査
票
に
」
を
加
え
、
「
そ
の
他
の
調
査
関
係
書
類
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の

規
定
に
よ
り
市
町
村
長
に
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
勢
調
査
員
等
か
ら
」
に
、
「
そ
の
他
の
」
を
「
及
び
」
に
、
「
及

び
第
十
条
第
三
項
」
を
「
並
び
に
前
項
」
に
、
「
直
接
市
町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
」
を
「
総
務
大
臣
か
ら
送
付
さ
れ
た
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
調
査
票
を
提
出
し
た
世
帯
の
住
居
が
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
対

し
、
速
や
か
に
、
当
該
調
査
票
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
調
査
関
係
書
類
の
審
査
等
及
び
先
行
集
計
事
項
情
報
の
審
査
、
集
計
等
）

第
十
二
条
の
二

市
町
村
長
は
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
事
項
情
報
の
審
査
及
び
前
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
調
査
票
の
審
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
勢
調
査
指
導
員
が
検
査
し
た
調
査
関
係
書
類
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事

に
対
し
、
当
該
調
査
関
係
書
類
を
送
付
す
る
こ
と
。
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二

総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に

住
居
を
有
す
る
世
帯
の
先
行
集
計
事
項
情
報
（
調
査
事
項
情
報
及
び
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
係
る
情
報
の
う
ち
第

五
条
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
情
報
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
及
び
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
審
査
及
び
集
計
を
行
う
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
集
計
を

行
つ
た
先
行
集
計
事
項
情
報
（
同
号
に
お
い
て
「
市
町
村
先
行
集
計
事
項
情
報
」
と
い
う
。
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
状
態
に
置
く
こ
と
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
か
ら
送
付
さ
れ
た
調
査
関
係
書
類
を
二
次
的
に
審
査
す
る
と
と
も
に
、
総
務
大

臣
に
対
し
、
当
該
調
査
関
係
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。

二

総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
市
町
村
長
が
前
項
第
二
号

の
措
置
を
講
じ
た
市
町
村
先
行
集
計
事
項
情
報
の
審
査
及
び
集
計
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
が
当
該
集
計
を
行
つ
た

先
行
集
計
事
項
情
報
（
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
先
行
集
計
事
項
情
報
」
と
い
う
。
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
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が
で
き
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
事
務
の
委
託
）

第
十
二
条
の
三

総
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
区
域
を
区
域
と
す
る
調
査
区
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
国
勢
調
査
員
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を
当
該
施
設
を
管
理
し
、
又
は
運
営
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
委
託
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

共
同
住
宅
又
は
長
屋

二

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
者
が
通
学
の
た
め
に
宿
泊
し
て
い
る
寄
宿
舎
、
下
宿
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
宿
泊
施
設

三

社
会
福
祉
施
設
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
に

係
る
施
設
を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。
）

四

病
院
又
は
診
療
所

五

船
舶

２

総
務
大
臣
は
、
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
調
査
票
の
提
出
を
受
け
る
事
務
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
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よ
り
調
査
票
を
送
付
す
る
事
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
知
ら
れ
た
秘
密
の
漏
え
い
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、

秘
密
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
契
約
の
締
結
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
六
条
第
三
項

国
勢
調
査
員

第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務

大
臣
か
ら
国
勢
調
査
員
が
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
第
五
項
の
事
務
を
委
託
さ
れ
た
同
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
を
管
理
し
、
又

は
運
営
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「

委
託
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）

第
八
条
第
一
項

当
該
委
託
管
理
団
体
が
管
理
し
、
又
は
運
営

す
る
施
設
の
区
域
を
区
域
と
し
て
、
第
八
条



一
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第
一
項

区
域
ご
と
に
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る

区
域
と
す
る

第
六
条
第
四
項
及
び
第

国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

五
項

第
六
条
第
六
項

国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

市
町
村
長

市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て
総
務
大
臣

第
七
条
の
見
出
し

国
勢
調
査
指
導
員
証
及
び
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
七
条
第
一
項

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

そ
れ
ぞ
れ
総
務
省
統
計
局
長
の
発
行
す
る
国

総
務
省
統
計
局
長
の
発
行
す
る
委
託
管
理
団

勢
調
査
指
導
員
証
又
は
国
勢
調
査
員
証

体
証

第
七
条
第
二
項

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体
に
所
属
す
る
者

そ
の
事
務

第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託

管
理
団
体
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
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国
勢
調
査
指
導
員
証
又
は
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
七
条
第
三
項

国
勢
調
査
指
導
員
証
及
び
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
九
条
第
一
項
第
一
号

国
勢
調
査
員
又
は

委
託
管
理
団
体
又
は

国
勢
調
査
員
等

委
託
管
理
団
体
等

第
九
条
第
一
項
第
二
号

国
勢
調
査
員
等

委
託
管
理
団
体
等

及
び
第
二
項
、
第
十
条

第
三
項
第
二
号
及
び
第

三
号
、
第
十
一
条
第
二

項
並
び
に
第
十
二
条
第

一
項
及
び
第
三
項

第
十
五
条
第
二
項
第
一

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員
の
候
補

委
託
管
理
団
体
と
な
る
べ
き
法
人
そ
の
他
の

号

者
の
推
薦

団
体
の
推
薦
そ
の
他
の
委
託
管
理
団
体
の
選

定



一
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第
十
五
条
第
二
項
第
五

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

号
第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
一
号
イ
」
に
、
「
同
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
号
ロ
」

に
、
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
又
は
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
総
務
大
臣
は
、
」
の
下
に
「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
審
査
が
終
了
し
た

旨
の
通
知
が
さ
れ
た
調
査
事
項
情
報
及
び
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
」
を
加
え
、
「

及
び
」
を
「
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
、
当
該
調
査
事
項
情
報
及
び
当
該
調
査

票
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
先
立
ち
、
都
道
府
県
知
事
が
第
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
措
置
を
講
じ

た
都
道
府
県
先
行
集
計
事
項
情
報
の
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
、
当
該

都
道
府
県
先
行
集
計
事
項
情
報
の
集
計
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
二
条
の
二
」
に
、
「
も
の
」
を
「
事
務
（
第
六
号
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に
お
い
て
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
等
の
事
務
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
及
び
「
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
を
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
等
の

事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
条
第
三
項
」
を
削
り
、
「
第
十

一
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
、
第

十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
も
の
」
を
「
事
務
（
第
八
号
に
お
い
て
「
第
六
条
第
三
項
等
の
事
務
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め

、
同
項
第
八
号
中
「
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
九
条
第
一

項
第
二
号
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

事
務
」
を
「
第
六
条
第
三
項
等
の
事
務
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二

項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号

、
第
十
条
第
三
項
」
を
削
り
、
「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
「

第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「

第
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
十
二
条

の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
条
第
三
項
」
を
削
り
、
「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
、

第
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
第
一

項
」
に
改
め
る
。
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理

由

近
年
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
、
国
勢
調
査
の
調
査
事
項
及
び
調
査
の
方
法
の
一
部
を
変
更
す
る
と
と

も
に
、
国
勢
調
査
員
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を
共
同
住
宅
等
を
管
理
し
、
又
は
運
営
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


